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地域の ボ ランタリーな子育て活動が もつ

コ ミュニテ ィづ くりの可能性

一 「冒険遊 び場」活動に取 り組むあるグループを事例 として 一

牧 野 紀 之

【要 旨】

本稿は、地域で 「冒険遊 び場」 と呼 ばれる遊 び場づ くりの活動 に取 り組 むある グループ を取 り上げる。 それは、

ボランタリーな個入によって構 成されてお り、またその活動 はコ ミュニテ ィづ くりへ とつ なが っている。

この グループは組織的でない 「緩やかな体制」 という特徴 を持 ち、それは一見 グループに不安定 さをもた らすか

に思える ものであるが 、この グルーフ.の事例では、メンバーの自主的な態度 と他の メンバ ーたちへ の配慮 によって、

この 「緩 やか な体制」が活動 を続 けることを却って助 ける もの としている。 また、 グループにはもうひとつ 「よ く

話 し合 う」 という特徴 もあ り、 これ らの特徴 はお互 いに関連 しあっている。

活動 を続けてい く中で、メ ンバーたちは近 隣住民 たち と関 わ り、 コ ミュニテ ィの姿 を実感 していった。 そ して、

自分た ちの活動 とコ ミュニテ ィの関係 について も実感 していったのではないか と思われる。 そ して グループは遊 び

に加え、信頼関係を大切 にしながら、 コミュニティづ くりへ の志向 も持 つようになっていった。

1.は じめ に

人間 に とって の社 会 や他 者の存 在 は 、個 人が個 人 で ある ため に も必 要不 可 欠 な もので あ る。 しか し一方

で 、社 会や他 者 は個 人 の 自由 を限定 し、そ れ に対 立 す る もの と して現 れる こ と も少 な くない 。近 年 コ ミュ

ニ テ ィ とい う言 葉が 一種 の郷 愁 を持 っ て語 られ る こ と も少 な くない と思 わ れるが 、共 同体 が 人 間 に とって

本 質的 に必 要 な何 か を与 え て くれ るの と同時 に 、地域 共 同体 とい う意 味 での コ ミュニテ ィは」か つ ては い

わ ゆる 「しが らみ」 な どといっ たか た ちで、 個人 の 自由 を抑 圧す る側 面 も持 っ てい た こ とを忘れ るべ きで

は ない。

しか し問題 は 、共 同体 を全 否定 して ひたす ら個 人 の 自由の 拡大 を求 め れ ば よい とい う単 純 な もので は な

く、 こ こにお い て望 まれて い るの は、 個 と対 立 しない共 同 体、 個 を個 た ら しめ る共 同体 の在 り方 で あ り、

個 に対 して我 慢 で はな く、満 足 と充実 を与 える コ ミュニ テ ィで あ る。 この、 個 と対 立 しない コ ミュニ テ ィ

とい うテ ー マ を考 察す る にあ た って 、個 人 が 望 んで 共 同 的 な行為 に身 を投 じる、 い わ ゆる 「ボ ラ ン タ リ

ー ・ア ソシエ ー シ ョン」へ の 注 目は、 重要 な示 唆 を与 えて くれる もの と思 われ る。

本 稿 で と りあ げ るの は、 地域 にお い て遊 び場 づ くりの活動 を行 って い るA会 ①とい うグ ル ープ であ る 。

A会 は地 域 のK公 園 におい て、 一般 に 「冒険遊 び場」(ま た は 「プ レーパ ー ク」〉②と呼 ば れ る 自由 な遊 び

場 の開催 を定期 的 に行 って い るグ ルー プで あ る。 活動 を始 めて か ら今 年で10年 め とな る この グル ー プは 、

子 ど もた ちに豊 か な遊 びの機 会 を提供 す る に と どま らず 、活 動 を通 じて地 域 に 人の輪 を広 げ、子 育 ての う

えで も支 え とな る よ うなコ ミュニ テ ィをつ くり出 して い って いる。

筆 者 は、2001年 度 にK公 園が あ るM市 教 育 委員 会 に非常 勤 職員 と して勤 務 した こ とを きっか け と してA

会 と出会 い 、2002年4月 よ り、調 査研 究 のた め 同 グル ープの 活動 へ の参与 観 察 と メ ンバ ーへ の イ ンタ ビュ

ー を行 って きた
。 参与 観察 は 、定 期 的 に開催 され る 「遊 び場」③の み な らず 、毎 月の 定例 会 を初め とす る 、

関連 す る話 し合 いや準 備作 業 な ど に も可能 な限 り参加 す る よ う努 め た。調査 では それ ぞ れの ボ ラ ンタ リー

な参加 に基づ くA会 の活動 が 、何 に よって支 え られて い るか に焦 点 を当 て、 その た め 「冒険遊 び場 」 に関

す る研 究 で しば しば中心 となる子 ど もた ちの遊 びで は な くむ しろ、 その場 をつ くり出 してい る大 人た ちが

主 な調 査対 象 とな った。本 稿 で は、 この グル ー プの概 要 と現在 に至 る経緯 を紹 介 し、 その 中 で、 活動 を支

え る要 素 につ いて 若干 の考 察 を加 えて い きた い と思 う。
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2.K公 園で開催される 「遊び場」

K公 園 は、住 宅街 の 中の 、神 社 の裏手 に位 置 す る公 園で あ る。か つ て神社 の鎮 守 の森 の一部 で あ った そ

の 公 園は 、今 も、 た くさんの樹 木 と自然 の起 伏 が残 る緑 豊 か な公 園で あ る。 公 園 は、全 体が丘 状 に なっ て

い て 、周 囲 よ りも一段 高 くな って い る。入 り口か ら直接 中の様 子 をみ る こ とが で きない ため 、公 園 自体が

ち ょっ と した 隠れ 家 的な雰 囲気 を持 って いる。 入 り口か ら樹 々に 囲 まれた坂 道 を少 し登 り、 丘 の頂上 に至

る と、 そ こ には幅 、奥行 き、共 に20メ ー トル ほ どの平 らな広 場 があ り、 砂場 、東 屋 、ベ ンチ 、 トイ レな ど

の 設備 が その周 囲 に控 えめ に置 か れ てい る。広 場 の奥 は高低 差 数 メー トル の 自然 の谷 にな って いて、雑 木

林 だ った 頃の雰 囲気 を今 も残 して い る。谷 間の 一部 には、広 場 か ら谷底 に降 りる階段 と一体 化 され た遊具

が 設置 されて い る。 この遊 具 は、 モ ンキ ーブ リッジや滑 り台 な どが 組 み合 わ され た もの で、 ほ とん どの部

分 が木 製で あ るた め、周 囲 の樹 々 と土 の地 面 に よ く調和 してい る。 谷底 に降 りるた め には この遊 具 の階段

を使 う他 に、右 手 に迂 回 して緩 や か な坂 道 を下 るか 、あ るい は左 手 のや や急 な崖 を下 る とい う方法 もあ る。

この公 園 の樹 は落葉 樹が 多 く、 秋 には無 数 の ドング リが 落 ち、 地面 は落 ち葉 で埋 め尽 くされ る。谷 間に は

特 に 多 くの落 ち葉 が た ま り、 この落 ち葉 と、樹 々が もた らす 陰 のお か げで 、谷 間の 地面 は常 時適 度 な湿 り

気 を帯 び てい る。

普 段 は どち らか とい え ば静 か なK公 園 も、毎 月第2土 曜 日とその 翌 日の 日曜 日 には、 多 くの子 ど もた ち

と大 人た ちが 集 うに ぎや かな 「サ ロ ン」(社 交 の場)と な る。 そ の2日 間、K公 園 は子 ど も も大人 も自由

にあ そぶ 「遊 び場」 の 会場 とな り、 人 び とはそ こ に集 まって い るので あ る。

こ の 「遊 び場 」 を毎 月開催 して いるA会 とい うグル ー プは、 地域 の子 育 て活動(子 ど も文庫 、 子育 てサ

ー ク ル
、絵 本 の読 み聞 かせ な ど)で 知 り合 っ た保護 者 た ちを中心 と して1994年 に発 足 した グルー プで あ る。

現在A会 は、遊 び盛 りの子 ど もを持 つ保 護者 の 他 に、 その保 護 者た ち よ りも少 し上 の世代 の 地域 の大 人や

青 年、 大学生 な ど も含 む40人 程④の グル ープ とな って いる。

「遊 び場」 の様子 を言葉 で描 くのは難 しい。遊 び には決 まったか た ちは ない 。広場 で は ドッヂ ボ ールが

行 わ れる こ と もあ れ ば、三 角ベ ー スや大 縄跳 びが行 われ るこ と もあ る。 一輪 車 や 自動 車 のお もち ゃ、竹 馬

な どが 走 り(歩 き)ま わ るた めに使 われ る こ ともあれ ば、落 ち葉 を集 めた プ ール とジ ャ ンプ台が つ くられ

る こ ともある 。砂場 で は 山や トンネル がつ く られ てい るか と思 え ば、 その うちに水 が流 し込 まれて川 や湖

にな り、 いつ の間 に か落 とし穴 が つ くられて いる事 もあ る。 谷 間 に至 る急 な斜 面 は、段 ボ ール を敷 いた り

して ス リル満点 の滑 り台 にな る こ ともあれ ば、 崖登 りを楽 しむ場 所 に もな る。上 の広 場 か ら 目につ きに く

い 谷 間 の遊 具 とその 周辺 は、 子 どもた ちが 段 ボ ー ル を使 っ た り、遊 具 の 一部 を利 用 した り して、 「基 地」

や 隠 れ家 を作 るの に向 い てい る。 また 自然 の雰 囲気 が強 く残 る谷 間で は、 た だぶ らぶ ら した り、様 々な種

類 の追 い かけ っ こをす る姿 もよ く見 られ る。

比 較 的決 まった か たち を してい る もの もあ る。例 え ば立 ち木 に ロー プ を結 び つけ てそ の 日につ く られ る

手 作 りの ブ ラ ンコや、広 場 の一 画 にお かれ た卓 球台 で の遊 び、 また 木工 台の 周辺 で の工作 な どで あ る。 と

は い え、 卓球 も、競 技 で決 め られ た ような1対1や2対2の 打 ち合 い ばか りで は ない 。「ハ ンデ」 と して

なの か、 フ ライパ ンや木 の板 な どの 「普 通 で はない 」 ラケ ッ トで打 ち合 ってみ た り、時 には 、一輪 車 に乗

りなが らラ リーをす る姿 が見 られ た こ ともあ る。木工 に して も、そ こで作 られ る ものに は剣 や弓矢 、竹 と

ん ぼ とい った、 比較 的繰 り返 し作 られ る もの もあ るが、 た だ無 心 にの こ ぎ りや釘 を使 い 、何 と表現 した ら

よいの か迷 うよ うな造形 物 を作 って い る こと も多 い。む しろ、板 を切 った り釘 を打 ち込 んだ りす る作業 は、

何 か をつ くる とい う目的の ため の過 程 で はな く、そ れ 自体が 目的で あ り、遊 び であ るの か も しれない 。い

ず れ に して も、 や りた い と思 う人が い る時 には や ってい る し、 いな い時 には何 も行 われ ない。 そ して いつ

の 間 にか新 しい こ とが始 まって い る。 さらに、何 も しないで い る、 あ るいは た だお しゃべ りをす る、 とい

うの も、 ここで は十 分正 当 な過 ご し方 で あ る。

「遊 び場」 で は 「食」 も重 要 な要 素で あ る。広 場 の片 隅 に設置 された 「か まど」 で は、A会 メ ンバ ーで

あ る 母親 た ちが 中心 と な って 、昼 食 の た め の料 理 を して い る。 一 抱 え もあ る大 きな鍋 を使 った 「汁 物 」

(みそ 汁、 中華 ス ー プ、 カ レー な ど)と 、 持 ち寄 っ た材料 を銘 々が 金網 にのせ て焼 く 「焼 き物 」 が定 番 で

あ る。汁 物 に入 れ る具材 は参 加者 が持 ち寄 った もの であ る。 あ とは お に ぎ りを持 って くれ ば、 公 園で昼 食
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をす ませ 、朝 か ら夕方 まで一 日K公 園 で遊 ぶ こ とが で きる 。 しか し、 「遊 び場 」 に来 る時 問、帰 る時 間 は

自由 であ るの で、 気が 向 か なけ れば もちろん 、 そ う しな くて も構 わ ない 。 さ らに、食 べ物 が傷 み やす い夏

場 以外 は 、竹 の棒 にパ ン種 を巻 き付 け、 自分 で焼 い てつ くるパ ン(「 あそ ぼ うパ ン」 と呼 ばれ る)も あ り、

熾(お き)が 入 った ドラム缶 を大 人 や子 どもが ぐる りと囲 んで、 パ ン種 をあ ぶ ってい る姿 も しば しば見 ら

れ る。

「遊 び場 」 に参 加す る一 日あ た りの 人数 は 、子 ど もと大人 あ わせ て100人 か ら150人 前後 で あ る ことが 多

い(5)。近 隣 か ら徒 歩 や 自転 車 で や って くる小 学 生 くらい まで の子 ど もとその 保護 者 の割 合が 高 く、 中学 生

以 上 の子 どもの人 数 は比較 的 少 ない。 子 ど もが小 さい 場合 には もち ろん保 護者 が 一緒 につい て くる場合 が

多 いが 、 ある程 度 大 きな子 ど もた ちは、一 人 で、 あ るい は友 だ ち と連 れ立 ってや って くる こ ともある。 ま

た反対 に、常 連 の 保護 者 や近 隣 に住 む大 人、青 年 や大 学生 が 、大 人だ けで や って くる こと もある。 か つて

常 連の小 学 生 だ った子 どもが 、中学 生 や高校 生 に なっ て訪 れ るこ と もあ る。

K公 園 にお いて 開催 されて い る 「遊 び場」 は、 一般 に 「冒 険遊 び場」 と呼 ばれ る もの の一種 で ある。 そ

の 内容 か ら、 参加 者 の 中で 多 くを 占め るの が小 学 生以 下 の比 較 的小 さな子 ど もで あ るの は 当然 であ るが 、

K公 園 で 開催 され てい る 「遊 び場」 は 、他 地域 におい て 開催 され てい る 同様 の取 り組 み に比 較 して大人 の

人 数が 多 い といわ れ る。 これ は、 この1年 あ ま りの問 にK公 園 を訪れ た、他 の 「冒険遊 び場 」 をみ て きた

学 生や研 究 者 の多 くが 共通 して持 った 印象 で あ る。K公 園の 「遊 び場」 に来 てい る大 人 たち には、 い わゆ

る 「運営 側」 に相 当す るA会 の メ ンバ ー、子 どもを連 れ て きた保護 者 、そ して 「遊 び場 」 に集 う子 ど もた

ちや大 人 たち に会 うた め に顔 を出 した様 々な立場 の大 人 た ち、 が いる 。 ただ し、 それ ぞれ の 間の 区分 はそ

れ ほ どは っ き り してい る わけ で は ない。 「運営 側 」 のA会 の メ ンバ ー も、一 方 で はそ の地 域 に住 む母 親 や

父親 、 あ るい はそ の他 の地域 住 民 であ り、 同 じよ うに近 所 か ら訪 れる他 の 大人 や子 ど もと一緒 にお しゃべ

りを した り、 くつ ろい だ りす る こ とに彼 らが使 う時 間 も少 な くな い。 また 、A会 のメ ンバ ーで は ない大 人

も、で きる範 囲 で準 備や 片づ けを手伝 った りす る様 子 は 自然 に見 られる 。

3.A会 の組織的特徴

「遊 び場」 にお いて 、大 人 たち の区分 が見 た 目にあ ま りは っ き りしない の は、部分 的 には意 図的 な と こ

ろ もあ る。会 をあ ま り組 織立 たせ ない よ うに してい る、 とい うの はA会 の特 徴 の一 つで あ り、 これ は、枠

組 みの しっか りした組織 で あ る こ とよ りも、 一 人一 人 の個人 の(気 持 ち に基 づ いた)集 ま りであ るこ とを

大切 に して い る、 とい うい い方 をす る こ と も出来 る。 こ こで は その特 徴 を 「緩 やか な構 造」 と表 現 す る こ

とにす る。

この 「緩 や かな構 造 」 の ひ とつ の表 れ と して 、A会 で は、対 外 的 な窓 口 とな る 「連 絡先 」(6>と、予 算 を

預 か り出費 を記録 す る 「会計 」 な どの必 要最 小限 と思 われ る以上 の役 職 や係 をで きる だけ設 け ない よ うに

してい るの。 また当 番制 も とられず 、毎 月 の 「遊 び場 」 の開 催 の時 は 、開催 日の少 し前 に、当 日の都 合 に

つ いて お互 い に確 認 し、 最低 限必 要 な人数 が 集 ま るか その都 度 確 か め る よ うに して い る。 また 「遊 び場」

開催 の当 日 も、料 理 をす る係 、子 ど もの工 作 をみ る係 、 子 ども と一緒 に ドッヂ ボ ール をす る係 、 とい う も

のが 決 まって い るわ けで は ない。 そ れぞ れが状 況 を見 て 、 自分 ので きる ご と、 した い こ とをす る よう に し

てい るQ

そ れぞ れの メ ンバ ーの 責任 と役 割 を明確 に しない 、 この 「緩 や か な構造 」 は、 一見 す る と非 常 に不 安定

で 脆 い もので あ り、現 在 まで9年 以上 にわた って 定期 的 な活 動 を続 けて 来 られ たの は、不 思議 な ことの よ

うに も思 え る。A会 にお いて この 「緩 や か な構 造」 での 運営 は、 メ ンバ ーが 自発 的 な意志 で 会の 活動 に 関

わ り、お互 い に他 の メ ンバ ーの状 態 に配慮 して、 会 の活動 につい て の全 体的 な視 野 の下 で各 自の行 動 を調

整 しよ う とす る こ とに よって 支 え られて い る。 も と もとA会 にお い て こ う した 「緩 やか な構造 」 を とる よ

う にな った理 由の 一 つは 、 メ ンバ ー それ ぞれ の都 合 や主体 的 な意 志(気 持 ち)を 尊 重 す るた めで あ る。 し

か し一方 、役割 を固定 しない とい うこ とは、 メ ンバ ーの個 性 や主 体性 を活 か し、 そ れ に よ り、お互 い の助

け合 いの感 覚 と活動 のお もしろ さを生 み出す 素 地 となる可能 性 もあ る とい え る。
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また 、 こ う した緩 や か な体 制 は、 会の メンバ ー とそれ 以外 との 敷居 を低 くす る効果 も果 た して い る。実

際、発 足 以後A会 に関 わ るよ うに なっ た メ ンバ ー に、関 わ る よ うにな った経 緯 と理 由 を尋 ね た イ ンタ ビュ

ー の中 で も
、 「この くらい な ら私 に もで きるか な」 とい うかた ちで 入 っ て きた、上 い う答が 聞か れ た。A

会 に入 った か ら といっ て直 ち に何 か の係 が あ る とい うわけで は な く、い きな り難 しい仕事 を任 され るわ け

で はな い。最 初 は 自分で で きる と思 われ る ところ を手伝 い、 そ の うち に、 よ り多 くの こ とを引 き受 け る よ

うに もなっ てい く。

また 、 この 「緩 や か な体制 」 に 関連 したA会 の 特徴 として、 「頻 繁で 深 い話 し合 い」 とい う もの をあ げ

る こ とが で きる。A会 で は、 い わゆ る役員 や 幹部 とい う体制 は置 い てい ない ため 、基 本 的 に会の メ ンバ ー

皆 で の話 し合 い と合意 に よって物 事 を決 めて い く。 しか し当 然 なが ら、 簡単 に結論 が出 る問題 ばか りで は

ない 。典 型的 なの は、「遊 び場」 にお け る安 全 管理 の問 題で あ る。「遊 び場」 にお け る大 きな怪 我 や事 故 は、

場 合 に よって は その子 の将 来 を左 右 して しま う可 能性 さえあ り、 当然 、 で きる だけ避 け な けれ ばな ら ない

こ とであ る。 しか し同 時 に、 「危 な さ」 は ス リル と表 裏で あ り、遊 びの 重 要 な要 素 の一 つ を形作 る。 そ し

て 、 「危 な さ」 を な くすた め に次 々 と禁 止事 項 をつ くっ てい っ たの で は、 そ もそ も 「冒 険遊 び場」 を行 う

基 本 的 な理念 が 台無 しにな って しま う。 「遊 び場」 にお け る安全 管 理 の具 体 的 な対 策 と して は、 目 に見 え

ない危 険 をで きるだ け取 り除 き、 本 当 に危 ない と思 った 時 には声 をかけ られ る よ うにす る、 な どが と られ

る こ とにな るので あ るが 、 この規準 は人 に よって異 なる ため、 なか なか結論 を出す ことがで きない 。

しか し、 この 「結論 が 出せ ない」 とい うこ とは、A会 の 中で はそ れほ ど問題 視 されて はい ない ようで あ

る。 とい うの も、話 し合 いの 目的 は、 一律 の ルー ル を作 る こ とで は な く、 メ ンバ ー それ ぞれ の もっ てい る

価値 観(こ の場 合 は 「危 な さ」 につ いて)を 交 流 し、 問題 に対 す る感性 を磨 くこ と(こ の場 合 、 緊張感 を

持 っ て遊 び を見 守 っ てい る こ とが で き、本 当 に危 な い時 には声 をか ける こ とが 出 来 る こ と)に あ るか の よ

う に思 わ れ るか らで ある。 もち ろん、 大 きな怪 我 がお こった 時 な どは、再発 を防 ぐため に徹 底 的 に話 し合

われ る。 しか し、 「遊 び場」 の良 さを失 わ な いた め、 「ル ール に よる制御 」 で は な く 「人 に よる(臨 機応 変

な〉制 御」 に落 ち着 くこ とが 多い 。 そ して 「人 に よる制御 」 をす る ため には 、あ らゆる 可能性 と考 え方 に

っ い て、話 し合 い 、考 え てお く必 要が あ るので あ るd

同 時 に、そ の よ うな話 し合 い を重 ねて い くことは 、「こ うい う時 この人 は こん な風 にい うので は ないか」

とい う よ うな、 メ ンバ ー相 互 の よ り深 い理 解 につ な が ってい く。 メ ンバ ーへ の イ ンタ ビュー で も、 この深

い理解 とそれ に基 づ く信 頼 感 は、 なか な か他 の所で は得 難 い もので あ った とい う声 が複 数 聞か れた 。

さ らに、 よ く話 しあ うの は、必 ず しも.会議 の時 ば か りで はない 。 メ ンバ ーた ちの 多 くは、 近所 の主婦 同

士 と して 、買 い物 の途 中 、学校 の参 観 や幼稚 園の お迎 え、S公 民館 な どで行 われ て いる、 地域 の社 会教 育

活動 の場 、な どで しば しば顔 をあ わせ る機 会 を持 っ てい る。 そ う した機会 の 日常 的 な会話 の 中でA会 につ

い て の話 が され る こと もあ り、そ の よ うに繰 り返 し話 す機 会 があ る とい うこ とが 、お 互 いの理 解 を よ り深

め 、情 緒 的な面 も含 めて、信 頼 関係 を築 い てい くはた らきを持 って い る もの と思 わ れ る。

4.A会 設立への経緯

このA会 設 立 の 経緯 を、 当時 か らの メ ンバ ーへ の イ ンタ ビ ュー か ら簡単 に振 り返 っ てみ る。A会 は、

1994年 、 地域 の子 育 て 活動 で 知 り合 い に な ってい た6人 の母 親 と2人 の父 親(2組 の夫 婦 と4人 の母 親)

合計8人 〔8)で発 足 した。A会 が 活動 して い る地域 で は 、以 前 か ら子 ど も文 庫 活動 や子 育 てサ 幽 ク ル な ど、

子育 てに関 わ る地域 活動 が盛 んに行 われ てい た。 これ に関 しては、K公 園 か ら歩 い て10分 ほ どの場 所 にあ

るS公 民 館 の存 在 も大 きか っ た ようで あ る。S公 民 館 はM市 の社会 教育 施設 で あ り、市 立 の幼 稚 園 ・保 育

所 と隣接 す る とい う立地 も手 伝 っ てか 、A会 が 活動 を始 め る よ りも以前 よ り、 成 人教育 ばか りで な く、 子

育 て に関 わる地 域活 動 の拠点 と して 活用 されて いた とい う。

地域 の子 育 て関連 の活 動 で知 り合 いに なっ てい た彼 女 らが こ う した活 動 を始 め る直接 の きっか け とな っ

た の は、1993年 度 の秋 にM市 の教育 委 員会 主催 で行 われ た 「子 ど もと遊 び」 をテ ーマ と した連 続講 座 での

中 での 、 「羽 根木 プ レーパ ー ク」 の話 で あ った とい う。 その 回で は、 「羽 根木 プ レーパ ー ク」 か ら講 師が招
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か れ、 「冒険遊 び場 」 と呼 ばれ る遊 び場 につ い て、 そ して 「羽根 木 プ レーパ ー ク」 で 自由 にあ そぶ 子 ど も

た ちの姿 が紹 介 され た。

「羽根 木 プ レー パ ーク」 は、 日本 で初 の常 設 の 「冒険 遊 び場」 で あ り、 日本 の他 の多 くの 「冒険遊 び場 」

に とって 、モ デ ル的 な位 置 にあ る と思 わ れ る もので あ る。 「羽根 木 プ レーパ ー ク」 の創 設 に も関 わっ た大

村璋 子 は、 「冒険遊 び場」 につ い て以 下の よう に説 明す る。

●

(「冒険 遊 び場 」 とは)し つち え られ た遊 び場 で は なく 、子 ど も自 身が 自分 で創 造 して い く遊 び場 で

ある 。現 在 の都 市社 会 の なか で は しに くいい ろ ん なこ と 例 えば、 廃材 で 小屋 づ くり、動物 の飼 育、 植

物 の栽 培 、 た き火や料 理 、穴掘 りや 木登 りな どが で きる。 プ レー リー ダー(9)とお しゃべ り した り、何 も

しない で ポー ッと して い る こ ともで きる。 自分 め した い こ とを、 自分 の や り方 で、 マ イペ ースで で きる

遊 び場 であ る。(大 村2000、2頁)

理念 と して の 「冒 険遊 び場」 の背景 には、子 どもが感性 や想 像 力 、様 々 な社 会 性 を養 うた め には 「遊 び」

が不 可欠 で あ るが 、 その ため の環境 が 貧 し くな ってい る とい う社 会状 況が あ る。 自然環 境 の喪 失 は言 うに

及 ばず 、 かつ て重 要 な子 どもの遊 び場 で あ った路 地 は 自動 車 の行 き交 う道路 にな り、公 園 に立 て られ た看

板 には数 々 の禁 止事 項 が並 ぶ 。 「冒険 遊 び場 」 は こ う した社 会状 況 の なか、 子 ど もの 自由 な遊 び を保 障 し

て い くため につ くられて い る もので あ る。 そ の理 念 は、 「羽根 木 プ レーパ ー ク」 で は 「自分 の責 任 で 自由

に遊ぶ 」 とい う言 葉で端 的 に表現 され てい る。

A会 の メ ンバ ーた ちが住 む 地域 は、 まだ比 較 的緑 が 多 く残 る地域 で あ る といわ れるが 、 それ で も、子 ど

もを遊 ばせ に くい環境 を感 じる こ とは しば しばあ っ た とい う。 自分 の子 ど もを もっ と自由 に遊 ばせ た い と

感 じてい た母 親た ちに とって 、講座 で語 られ た 「冒険遊 び場 」 の姿 は 、非常 に魅力 的 に感 じられた ようで

あ る。 講 座 の後 、参 加 した 母親 の 中 に は、 それ ぞ れ小 さな子 ど もを連 れて 実際 に 「羽根 木 プ レーパ ー ク」

を見 に行 っ た者 もいた とい うこ とであ る。後 にA会 を立 ち上 げ たメ ンバ ー た ちは、 講座 が 終 わ った後 も、

S公 民館 な どで 日常 的 に顔 をあ わせ る機 会 を持 って いた。そ してそ う した場 面で の 日常的 な会話 の なかで 、

講座 に参加 す る こ とで広 が った遊 びにつ い ての思 い をお 互 い に交 流 して い った。 そ れは 直 ちに行動 と して

表 面化 す る こ とは なか った もの の、 自分 た ちの 地域 に もこん な遊 び場(「 冒 険遊 び場 」)が 欲 しい、 とい う

気持 ちは、講 座 に参 加 した母 親 た ちの問 で育 まれ て いっ た とい うこ とであ る。

年 が 明 けて1994年3月 、A会 が 活動 して い る地 域 にあ るS公 民 館 で は、S公 民 館 に関 わ る地域 の子 育 て

活動 の サ ー クルや グル ー プ らに よる恒例 の イベ ン ト(本 稿中 におい て は 「こ ど もまつ り」 と呼 ぶ こ とにす

る)が 開催 され た。A会 を立 ち上 げた メ ンバ ーた ち(母 親 た ち)も 、S公 民 館 な どで行 われ てい た子 育 て

活動 に参 加 して い た関係 か ら 「こ ど もまつ り」 の運営 に関 わ り、 そ の年度 の 「こ ど もまつ り」 終 了後 、 同

席 して いた 当時 の行 政(教 育 委員 会)関 係 者 とメ ンバー た ちの 間で 、遊 び場づ くりにつ いて の話題 が ふ た

た び出 され た。 「や った らよろ しいや ん」 「書 類 の書 き方 な んか は僕 が教 え るか ら」 と、行 政 関係 者 の後押

し もあ り、遊 び場 づ く りに向 けて 本格 的 な活動 が 開始 され る こ とにな った。 ●

活 動場 所 と して、 近所 のい くつ か の候補 地 の なか か ら、K公 園 が選 ば れた 。K公 園は 周囲 か らの見通 し

が悪 く、 当時 は利 用 者 も少 な く.、少 し怖 い雰 囲気 もあ る ような、小 学 生 が一 人で行 って はい け ない と され

てい る公 園で あ った 。た だそ れ以 上 に、 自然 の丘 陵 を残 した起 伏 に富 ん だ地勢 や そ こ に生 える樹 々、主 張

しす ぎない遊 具や 設備 の 配置 な ど、遊 び場 と して の可 能性 を感 じさせ る公 園 であ り、 その 魅力 が決 め手 と

な った とい う。

公 園 とい う公共 の場 所 を(私 的 な 目的 のた めで は ない とは い え)民 間 の一 団体 が使 用す る ので ある か ら、

市 か ら特 別 に 占有 許可 を受 ける必 要 が あ る。 また 、 「冒険 遊 び場 」 の よ うな活 動 の ため に公 園 を使 用す る

こ とは少 々異例 な こ とで はあ った 。 しか し、公 園 の管 理 を担 当す る課(公 園課 ㈹)が 前 向 きに対応 して く.

れ た こ ともあ り、 「こ ど もまつ り」終 了 か らまだ それ ほ ど間が ない5月 に、 第1回 の 「遊 び場」 を開催 す

る こ とが 可能 となっ た。最 初 に公 園課 に相 談 に行 く際 に は、前 述 の教 育委 員会 の 関係 者が橋 渡 しの役 を果

た した とい う。そ の背 景 には 、そ れ まで のS公 民館 な どでの子 育 て活 動 を通 じてA会 メ ンバ ーの 人 たち と

その教 育 委員 会関係 者 との問 に築 い てい た信 頼 関係 が あ った と思 わ れる。公 園課 との 間で協 働 的 に話 し合
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い を進 めて い くこ とがで きた の は、 この橋 渡 しに加 え、公 園課 の 当時 の課 長 をは じめ とす る職 員の 人 々の

意識 、役 所 の 人た ち を困 らせ ては い け ない とい う気持 ちに基 づ い てA会 が工 夫 して行 動 した こ と、 な どの

要 因が あ った。

と もあ れ、 市役 所 か らの許 可 も得 て、K公 園周辺 の世帯 に挨 拶 を し、近 くの 小学 校 の校 門前 で子 どもた

ち に案 内のチ ラシ を くば り、遊 び道具 とな る段 ボ ー ルな どを大 量 に集 め、 当 日を迎 えた。A会 の メ ンバ ー

た ちは 、初 め ての 試 みで もあ り不 安 もあ った ようで あ るが、 結 果 は2日 間で 延 べ200人 以 上 の子 ど もた ち

が 遊 び に来 る とい う盛 況 ぶ りであ っ た とい う。 以 降、基 本 的 には 月 に1度 、2日 間ずつ の 開催 を続 けて現

在 に至 ってい る。

5.タ ー ニ ン グポ イン ト:倉 庫 の 設 置 ㈹

K公 園 に は一 つ だ け、A会 の 活動 の ため の設 備 が お かれ て い る。 広場 の片 隅 にお か れ てい る 「森 」 と

「木」 をテ ーマ と した ペ イ ン トが 施 され た倉庫 がそ れ であ り、A会 が 活動 を開始 してか ら3年 後 の1997年

5月 に設 置 された もの で あ る。 「冒険 遊 び場 」 に と って、 遊 び道 具 を しまって お け る倉 庫 は非 常 に重 要 な

設 備 であ る。 それ が あ るの とない の とで は、 開催 の準備 と片付 け に必 要 と され る労 力 に大 きな差 が 出て く

る し、開催 してい な い期 間に遊 び道 具 を しまって お く収 納場 所 も問 題 となる。A会 の場 合、 開催 してい な

い期 間の収 納場 所 に つい ては 、近 くに住 む方が ア パ ー トの 一室 を無 償で提 供 して くれ る とい う幸 運 に恵 ま

れた ものの 、K公 園 にA会 の 倉庫 が設 置 され る まで は、 「遊 び場」 開催 の ため に毎 回 、 リヤ カ ーや軽 トラ

ックを使 って 、何 人 もが手 分 け を しなが ら、収 納場 所 か ら公 園 まで何 回 も往復 して準 備 を してい た とい う。

そ して もち ろん、 片付 け に もそれ だ けの手 間 を要す る。 準備 と片付 け に手 間が かか る とい う ことは、単 に

A会 の メ ンバ ー に とって負 担 にな る とい うだ けで な く、例 え ば天候 が少 しで も怪 しくなった 時 にはす ぐに

片 付 け を開始 しな くては な らず、 回復 して も再 会 す る こ とが難 しい、 であ る とか、 まだ明 るい早 い時 間 に

活 動 を切 り上 げて 片付 け に入 らな くては な らない 、 な どとい った状 況 を もた ら し、倉 庫 の設 置 は、子 ど も

た ちに少 しで もた くさん遊 んで も らい たい とい う気持 ちか ら も望 まれ る もの であ った 。

とはい え、K公 園はA会 の 「遊 び場」 だ けの ための場所 で はな く、地域住 民皆 のため の公 園であ る。そ の

場 所 に建 造物 を設置 して しまう とい うの は、や は り大 きな問題 であ った。A会 で は、公 園課や教 育委 員会 な

どと相談 を重 ね、設 置 ・管 理の方 法 につい て よ り問題 の少 ない方法 を検討 して いっ た。 そ して、 「『倉庫 の設

置 が 、公園管 理上 の問題 を発生 させ ない よ う法令 等の規 定 に従 い、必 要 なすべ ての手続 きを きちん と行 う。』

『設置 の際 の費用 は、 全額 、A会 で負 担す る。』 『建 てた 後の管 理 は、す べ てA会 で対応 す る。』」働 な どの 内

容 を具体 的 にま とめ て、市 役所 と何度 か相 談 した結 果 、1996年 の 秋 に、市 か らの許可 を得 る ことがで きた。

この 許可 は、 メ ンバ ー に とっ て思 いが けず早 くお りた決 定で あ った そ うであ る。

市 との話 し合い がつ い た後で も、、A会の メ ンバ ーた ち は、倉庫 設 置の た め に しな くて はい け ない こ とが

.ま だ残 ってい る と感 じて いた。 とい うの も、 それ まで都 市公 園法 につ いて勉 強 した り、市 役 所 の人 々 と相

談 した り、 メ ンバ ーの 問 で話 し合 った りす る 中で 、「公園 は み んな の もの」 で あ り、 自分 た ちが知 らな い

と ころで様 々 な人が 様 々 なか たちでK公 園 を利 用 して い る、そ して 自分 た ちの して い る活 動 が例 え 「良 い

こ と」 で ある と して も、 それ に甘 えてK公 園 を利用 す る他 の人 び との様 々 な思 い をない が しろ に しては い

け ない、 とい う こ とが 、十 分認 識 されて い たか らであ る と思 われ る。そ の ため 、 「誰が 言 い出 したか ら と

い うわけ で もな く」、K公 園へ の倉 庫 設置 につ いて 、周 辺住 民 の人 々に説 明 を し、理 解 を求 め る必 要が あ

る、 とい うこ とにな り、倉庫 設 置 のお知 らせ とそ れ につ い ての 意見 の聴 取 を兼 ねた ア ンケー トを実施 す る

こ とにな った とい う。

ア ンケ ー トは 、A会 の メ ンバ ー が手 分 け を してK公 園の 周辺 の 約130世 帯 に対 して、 そ の全 て を一軒 一

軒 直接訪 れる かた ちで行 われ た。冬 の寒 い時 期 の こ とで もあ り、 また、 それ まで必 ず し も交流 が なか った

人 々 か ら、 自分 た ちの行 ってい る活 動 につ いて 直接 意見 を聞 くのは 、や は り強 い不安 と緊張 を強 い る もの

で あ った とい う。 しか しそ の中 で、K公 園が で きた 際の経 緯 に つい てや 、周辺 に住 むそれ ぞ れの人 に とっ

て のK公 園 の意 味 につ いて の話 を聞 くこ とが で き、 「公 園 は 地域 住 民 み んな の もの」 であ る とい う こ と、



地 域 の ボ ラ ン タリ ーな子 育 て 活 動 が もつ コ ミ ュニ テ ィづ く りの 可能 性
一 「冒険遊 び場」 活動 に取 り組 むある グループを事例 として 一

145

自分 た ち とは違 った角 度 か ら地域 社会 の こ とを考 えてい る人 々が た くさんい る とい う こと、 を改 めて実 感

し、 そ う した地 域 社会 の 中で の 自分 た ちの活 動 の意 味 を改 めて考 える きっか け に もな った とい う。

そ の年 の4月 、 ア ンケー トの結 果 とそ れ に対 す るA会 の考 え方 、設 置 す る倉庫 の概 要 や維持 管理 方法 の

詳 細 な どは文 書 に ま とめ られ 、A会 の 活動 を知 って もら うた めの 、活 動 の きっか け、 思 い、活 動 内容 な ど

を ま とめ た文書 と併 せ 、ア ンケー トを配 った世 帯へ と返 された 。そ の際 、反対 の声 を寄 せ てい た人 々 には、

メ ンバ ー が直接 訪 れ説 明 をす る よ うに した とい う こ とで あ る。 結果 必 ず しも周 辺 の全 ての 人 々が全 面的 に

賛 成 して くれ た とい うわ けで は ないで あ ろ うが 、A会 は 「一地 域住 民 と して」、「地 域 に住 む人(個 人)と

人(個 人)」 の 関係 と して 自分 た ちの思 い を伝 え、そ れ につ い てや は り 「地 域 に住 む人(個 人)と 人(個

人)」 の 関係.として意 見 を聞 くとい う姿勢 を貫 くこ とは で きた ので は ない か と思 われ る 。そ して そ れ はお

そ ら く、地 域 の人 々のA会 に対 す る信頼 感 に対 して、少 な くとも長 期 的 には プ ラス には た ら き、 その活 動

が 地域社 会 に受 け 入れ られ 、根付 いて い くため に は重要 な こ とで あ った ので は ない か と思 わ れる。

そ して翌 月、 つ い に倉庫 が設 置 され る。 土曜 日に運 び込 まれた部 品 をA会 の メ ンバ ーが朝 か ら夕 方前 ま

で か けて組 み立 て 、翌 日の 日曜 日にペ イ ン トを施 した 。 このペ イ ン トも、 公 園 とい う公共 の場所 に新 た に

,も の を置 い て し ま うこ とに対 す る配慮 の ひ とつ で あ った 。前 述 の ア ンケ ー トの中 で 、「公 園 の景 観 を損 な

うの で は ない か」 とい う声 が あ り、 そ れ に対 して 、少 しで も周 りの風 景 に溶 け込 む よう に と、 「森」 と

「木」 をテ ーマ と したペ イ ン トをす る こ とに した ので あ る。

土 曜 日に組 み 立 て られた倉 庫 は、 倉庫 と して は決 して大 きな部 類 で は ない。 しか し、 緑 あふ れ る公 園 の

中 にあ っ ては 、い か に も倉庫 然 と した真 新 しいべ 一 ジュ の壁面 は周 りか ら浮 き上が り、 設置 場所 に合 わせ

て 実際 に寸法 を確 認 して いた もの の、 メ ンバ ーの多 くに とって 、で きあが った倉 庫 は思 った よ りも大 き く

見 えた そ うであ る。

日曜 日のペ イ ン トに は、 で きる だけ多 くの人 々 に参加 して もらい、 よ り楽 しい もの をつ く りあ げ たい と

い う思 いか ら、近 隣 の子 ど もた ち に も声 がか け られ た。 また、 この ペ イ ン トには、S公 民 館 でA会 の メ ン

バ ー と顔 な じみ に なっ てい た若者 た ち に も参 加 して もら ったそ うで あ る。彼 らは、S公 民 館 の ロ ビーに よ

くや っ て きて、友 だ ち と話 し込 んだ り、 時間 をつ ぶ した り してい た 若者 た ちで、A会 の メ ンバ ー が彼 らに

声 をか けて参 加す るこ とに な ったの であ るが 、当 日は前 もって準備 した 下書 きを もって現 れ 、見事 に一 面

を仕 上 げて くれ たそ うで あ る。ペ イ ン トされ た倉庫 は、 それ まで よ りもず っ と周 囲 の景色 に溶 け込 み 、違

和 感 は少 な くな った。 ペ イ ン トを して よかっ た とい う声 は、 日常 的 にK公 園 を訪 れ てい た地域 住民 の人 か

らも聞か れた ようで ある。

倉庫 が で きた こ とに よって 、活動 時 間 に余裕 を持 つ こ とが で き、 その年 の夏 か ら毎週 金 曜 日午後 に も遊

び場 の開催 を始 め る こ とにな ったG3}。そ れに よ り、 これ まで土 日に はな かな か出 て くる こ とが で きなか っ ・

た 人 た ちの参加 が あ り、 また それ が土 日の 「遊 び場 」へ の参加 の きっか け となる こ と もあっ た とい う。 さ

らに、 す ぐ手 近 に収 納場 所 が ある こ とに よっ で、子 ど もたちが 自分 で好 きな遊 び道 具 を運 び出 す(そ して

しまう)と い った 変化 も見 られ る ように なっ た とい う こ とで あ る。 さ らに、 メ ンバ ーた ちに は予想 されて

い な か った こ とで あ るが 、「遊 び場 」 を開催 してい ない時 に も公 園 にあ る倉 庫 が、K公 園 を散 歩 に訪 れ た

人 々へA会 の活 動 を さ りげな くPRす る、 とい う効 果 もあ った よ うであ る。

6.コ ミュニ テ ィづ く りへ の志 向
㌧.

この 一連 の、 倉庫 の設 置 をめ ぐる経験 は 、A会 の歴史 に とって非 常 に 重要 な意味 を持 ってい たの で はな

い か と思 われ る。 この経 験 は まず、A会 に とって二 つ の点 につ い て再確 認 の機 会 とな った とい え る。そ の

第一 は 、地域 に住 む人 々の生 の声 と顔 と を感 じる こ とに よ り、 一地域 住 民 と しての 自分 た ちの活 動 の位置

を再 確認 す る こ とに なった とい うこ とで あ る。A会 の メ ンバ ー た ちの 問で は設 立当 初か ら、 要求 団体 には

な らない でお こう、 とい う約束 が あ った そ うで あ る。 その 意味 す る ところ は、 力 の関係 で 物事 を進 めず 、

そ れぞ れの 人 と人 とで きちん と向 き合 って思 い を伝 え、 で きるだ けお互 い に納得 で きるか た ちで よ りよい

解 決 法 を見 いだ して い きた い、 とい う もので あ ろ う。 こ う した 約束 を持 つA会 に とって は、 市役所 か ら許
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可が 出 た とい って もそ れ を免 罪 符 として直 ち に倉庫 の設 置へ と進 まず、周 辺 の住民 の人 々 と直接 向 き合 お

うと したの は、 あ る意味 自然 な流 れ だ ったの か も知 れ ない。 そ して 、そ れは必 ず し も楽 しい経 験 であ っ た

とは言 えな い もので あ るか もしれ ないが 、そ れ に よって 、同 じ地域 に住 む他者 の存 在 を よ り具 体 的 に感 じ

る こ ととな った 。そ の経験 は、 会が独 りよが りな善意 へ と進 んで い って しま うこ とに対 す る抑 止 力 に もな

って い くもので あ る と思 われ る。 第二 は 、信頼 関係 の重 要性 につ い ての再 確認 で あ る。倉 庫 の設置 に関 し

て は、結 果 と して、 表 だって そ れほ ど大 きな反対 の声 はあが らなか った 。 しか し、A会 の メ ンバ ー たち は

後 か ら聞 いた 話 なの であ るが 、 やは り苦 々 しく思 っ た住民 も、 中に はい たそ うで あ る。 その時 は、 普段 の

「遊 び場」 の 活動 をみ て いた他 の住 民 が 、「そ ん な に無 茶 をす る人 た ちで はな いか ら、 もう少 し様子 を見 て

みて は」 と抑 え て くれた そ うで ある。 この住民 たち は、普 段A会 の メ ンバ ー が接 す るの とは少 し違 う年齢

層 の 人々 であ っ たた め、 メ ンバ ーた ちは少 し時 間が た ってか らこの話 を聞い た ので あるが 、普 段 か ら信 頼

され る よ うに きちん と活動 して いる ことに よっ て、 陰で応 援 して くれる 人 を得 る こ とが で き、 また、 そ の

都度 きちん と向 き合 うこ とで 、長 い 目で見 れ ば、 よ りしっか り した信頼 感 に つ なが る と感 じる こ とにな っ

た とい うこ とであ る。

しか し一方 で、 倉庫 ひ とつ とはい え常 設 の もの を置 い て しま う とい うのは 、A会 の 人 々に対 し、あ る種

の決 意 を迫 る よ うな プ レ ッシ ャー を与 え る もので もあ った。 あ る メ ンバ ー に よれば そ れは 、 「こん な もの

置 い て しま って、 も う、後 戻 りで きへ ん」 とい う感 覚 で あ った とい う。 こ こにお い てA会 は 、 その進 み方

につ い て ひ とつの 岐路 に立 た され て い た と言 う こ とが で きるか も知 れ な い。 す なわ ち 、 「次 は い よい よ

(「羽根 木 プ レーパ ー ク」 の ような)常 設(の 「冒険遊 び場 」 の 開設)に 向 か うのか」、 とい う点 であ る。

先 述 した よ うに、東 京都 世 田谷 区の 「羽根 木 プ レーパ ー ク」 は、 日本 で 最初 の常 設 の 「冒険 遊 び場」 で

あ り、 世 田谷 区か らの事 業 委託 を受 けた 「世 田谷 ボ ラ ンテ ィア協 会」 が運 営す る 「羽根 木 プ レーパ ークの

会」 に よって運 営 され て いるd4)。行 政 との協働 に よって専 用 の活動 場所 と専任 の プ レー リー ダー とを置 く

「羽根 木 プ レーパ ら ク」 は 、 日本 の 多 くの 「冒 険遊 び場」 に とって 、モ デ ル ケ ース 的な位 置 づ け を持 っ て

いる とい える 。確 か に、常 設 に よっ て 「冒険遊 び場 」 が子 ど もたち に とって 日常 的 な もの になれ ば、子 ど

もの遊 び は よ り充実 した もの に なる と思 われ る。A会 のメ ンバ ーの 中 に も、実際 に 「羽根 木 プ レーパ ー ク」

を訪 れ、 その様 子 を知 っ てい る もの もい る。 しか しA会 は 、常設 化 をめ ざす こ とは しなか った。

A会 で は、 自分 た ちの 実感 や 気持 ち を大事 に して い る。 自分 た ちが 活動 を して い るの は 、 自分 た ち の

「や りた い」 とい う気持 ち に基づ い てや ってい るので あ って 、 自分 た ちの気 持 ち以上 の負 担 を引 き受 け て

しまえ ばそ れが 重荷 と な り、'「や りた い」 とい う気 持 ち と活動 との主 従 が逆 転 して しま う。 そ の結 果 、活

動 が楽 し く長続 きす る もので な くな って しまい、本 質 が失 わ れて しま う とい う意識 が 、文 化 として共有 さ

れて いる。 そ して話 し合 いの場 面 で も、 この基 準 に基 づ いて方 針 が話 し合 わ れ る。 これ は必ず し もA会 独

自の もの であ る とい うわ けで は な く、例 えば それ以 前 か ら地域 で行 われ てい た子 ど も文 庫 活動 働 な どか ら

受 け継 が れた文 化 で もあ る。

A会 で は、 もう一度 自分 た ちの や りた い こ とは何 か、 そ して その ため には何 処 まで.を負 担 と感 じず に行

うこ とがで きるか 、 を考 え、現 在 まで の所 、.月1回2日 間の 開催(と 毎 週 金曜 日の開催)以 上 の活 動 の拡

大 をお こなっ てい ない 。 しか し、 おそ ら くそ の選択 は、地 域 に住 ま う他 の人ダ の顔 を見 て、 その 人 たち と

人 間対 人 間 と して の信頼 関係 を築 くこ との重要 さを感 じたA会 の 、た だ 「遊 び」 だ けで はな く、 「遊 び場」

を通 じて コ ミュニ テ ィづ くりに関 わ ってい く、とい う よ り積極 的 な意味 もあ った ので は ない か と思 わ れ る。

この、コ ミュニ テ ィづ くりへ の志 向 は、必 ず し も倉庫 設置 の み を きっか け と して始 まっ た もので はな いが、

この一連 の経 験 はそ の方 向性 に大 きな影響 を与 え左 ので は ない か と思 わ れ る。

7.お わ りに

A会 の 開催す る 「遊 び場 」 に は、そ こに参加 す る多 くの子 どもた ち と大 人 た ちに とっ て、 リラ ックス し

た心 地 よい空 気 が流 れ て いる。 そ れ は、 そ の場 の物 理 的 な環境 とそ こで 行 わ れて い る 自由 な活動(遊 び)

に加 え、 そ こに集 う入 と人 の関係 に よっ て もた ら され てい る もので あ る。 メ ンバ ーへ の イ ンタ ビュー の中
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で も、A会 の 「居場 所 」 と して の心 地 よさを言 及 し、今 後 もA会 に関 わっ てい きた い とい う声が しば しば

聞 かれ たが 、 それ は メ ンバ ーが他 の メ ンバ ーた ちとの 問 に育ん だ深 い信頼 関係 に よっ て もた ち され てい る

もので あ る と言 える。 これ は多分 に情 緒 的 な側面 を含 んだ もの であ り、A会 の メ ンバ ー内部 に関 してい え

ば 、そ の信 頼関係 は、共 に活 動 を作 り上 げ る経験 と合 わせ て、 「遊 び場」 の リラ ックス した場 で火 を囲み 、

食事 を共 にす る こ とに よって も もた ら され た もの であ る。 さらに この信頼 関係 は、人 と人 との 自然 な気持

ちに基 づい た対 面 的な信 頼 関係 と呼 ぶべ き もの であ り、 これ を大 切 に して いる とい うこ とは、A会 の 活動

全般 の 中の 随所 で見受 け られる もので もあ る 。この事例 にお いて 、その活 動 の テーマ が遊 びで あ る ことや 、

そ の活動 にお いて子 ど もた ちが 中 に置 かれ てい る とい うこ とは、 そ の会 の活動 の 成立 に対 す る重 要 な要素

で はあ る。 しか し同時 に、 この事 例 の 中にみ られ る個 人 の 自発 的 な気 持 ち と他 者 への信 頼 関係 に基 づ く集

団 のあ り方 は、他 の様 々な種 類 のテ ーマ に基 づ く集 団 につい て も、示 唆す る ところ は大 きい ので は ないか

と思 わ れ る。

【注 】

(D仮 称。A会 の名称 には通称 として使われるもの と公式な場 で使 われる もの とがあ るが、本稿中ではA会 に統一

す る。なお、以降 に登場す るK公 園、M市 、S公 民館、 も同様 に仮称である。

(2)「 冒険遊 び場 」 と 「プ レーパ ーク」 とは、発 祥 の地 ヨー ロ ッパ に おい て は、本 来別 々 の歴 史 を もつ言

葉 で あ る。大 村 に よれ ば、 「"プレーパ ー ク"は 大 きな公 園 の一 画 を よ り積極 的 に子 ど もの遊 び に活 用

しよ う と して生 まれ た遊 び場 」(大 村2000、3頁)で あ り、 「"冒険遊 び場"は 、公 園以外 の土 地、 校

庭 や 個 人庭 園 の なか 、公 共施 設 や個 人 住 宅 の建設 予 定 地 な ど に設 け られ た 自由 な遊 び場 」(同 所)で

あ る。 ただ し日本 におい て は この2つ の言葉 は 一体 化 して捉 え られる傾 向 があ り、 また、概 念 と して

使 わ れ る場 合 もあれ ば、 固有 名詞 の 一部 と して使 われ る場合 もあ る。以 降本 稿 にお い て は、 固有名 詞

の 一部 と して使 わ れ るな ど特 別 の場 合 をのぞ き、「冒 険遊 び場 」 とい う言葉 を用 い たい と思 う。

(3)A会 が第2土 曜 日 とその次 の 日曜 日に開 催 して い る 「冒 険遊 び場 」 の本 稿 中の仮 称 。A会 が開催 す る

「冒険遊 び場 」 は、 金曜 日 に開催 され る もの もあ るが 、2003年11月 現 在 で は開 催が 不 定期 にな って い

る ことか ら、本 稿 中で は特 に土 日に開催 して い る もの を中心 に取 りあ げて い く。

(4)A会 の連絡 網 に記 載 され てい る人 数 。A会 には明 確 な会 員規 約 の よ うな もの はな く、入 会 や退 会 とい

った はっ き りと した線 引 きは ない 。 その ため 、便 宜 的 に打 ち合 わせ な どの連 絡 を まわす 範囲 を集 団 の

規模 と して採 用 した。

㈲A会 の定例 会(毎 月行 わ れ る会議)で の資 料 か ら。 た だ し受付 を設 置す る な ど して 参加 者 を確認 して

い る わけ では ない ため 、 この数 字 は 当 日の印象 や 食材 の減 り具合 な どか ら推 測 した概 数 で あ り、 定例

会 の際 に出席 者 それ ぞれ の印 象 を付 き合 わせ て決 定 され る。

(61か つ ては わか りゃ す い よ うに.「代 表」 とい う肩 書 きを使 ってい たが 、現 在 で はこの 呼 び名 は廃 し、代

わ りに 「連 絡先 」 とい ういい方 を してい る。 た だ し、 なん らかの 手続 きの都 合上 、対 外 的 に必要 が あ

る場 合 には 、「代 表」 とい ういい方 をす る場 合 もある。

(7)実 際 には その他 に も、毎 月発 行 す る チ ラシ を編集 す る人 々 も一定 決 ま ってい るが 、役 割 分担 はその 時

の状 況で 流動 的 であ る。

(8)活 動 を開始 す る にあ たっ て市役 所 の 関係 課 に提 出 した団 体名 簿 に記載 され てい た メ ンバ ー の人数 。 た

だ し実際 には 、そ れ以前 の 地域 の子 育 て活 動が 縁 で知 り合 い に なっ た人 な ど、活 動 を支援 す る協 力 者

が それ以 外 に存 在 してい た。

(g>プ レー リー ダー とは、子 ど もの 自申 な遊 び を可能 にす る ため に 「冒 険遊 び場」 に配 置 され てい る大 人

であ る。 プ レー リー ダー は有償 の ス タ ッフ と して配 置 されて い る場 合 もあ るが、 無償 の ボ ラ ンテ ィァ

に よ って担 われ てい る場 合 もあ る。

(1① 現在M市 にお いて公 園 を管 理 して い る課 の名称 は 「公園課 」 で は ないが 、本 稿で は公 園 の管 理 を担 当

す る課の 一般 名称 と して 「公 園課」 を用 いる。

⑳ 倉庫 設置 の経 緯 に関 して は、 メ ンバ ーへ の イ ンタ ビュー に加 え、2002年 度 のA会 の 総会 におい て配 ら

れ た、経 緯 を ま とめ た資料 を参考 と して いる。

圃2002年 度A会 総 会資料 よ り抜粋 。
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個2003年12月 現 在 、K公 園 におけ る金 曜 日の定 期 的 な遊 び場 開催 は行 ってい ない 。 これ は、 近 くの幼稚

園や小 学校 の 終 わる時 間 が変 更 にな っ た こ と、近 くの別 の公 園が 整備.された こ と.、な どに よ り、.参加

者 が少 な くなっ たため であ る。

㈹ 「世 田谷 ボ ラ ンテ ィア協 会」、は、.他に も 「世 田谷 プ レーパ ー ク」 「駒 沢 は らっ ぱ プ レーパ ー ク」 とい

った 、世 田谷 区の他 の プ レーパ ー クの会 も運 営 して い る。(大 村2000)

㈲M市 にお い て15年 ほ ど前 に子 ど も文庫 活動 を始 めた 方が 、K公 園お よびC公 民 館 の近 所 に居住 し、現

在 まで 子 ども文 庫 活動 を初 め とす る地 域 の子 育 てに関 わる活動 に精力 的 に関 わ って い る。発足 当時 か

.らのA会 の メ ンバ ー の多 く もそ うした活動 と接 点 を持 ち、 活動 のか た ち よ りもや りた い とい う気 持 ち

を大切 にす る とい う文 化 の形 成 には その方 の存 在 も大 きな影響 が あ る と思 われ る。
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一ThecaseOfagro{1pwork㎞gtocreateanadvent皿eplayground一
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Inthispaper,theauthorfbcusesonagroupworkingtocreateanadventureplaygroundintheirdistdct。

Thegroupismadeupofvoluntaryindividualsうanditsactivityisconnectedwithbuildingacommunity.

Thisgroupischaracterizedbyitsloosestnlcture,whichseemstobringinsecuritytothegroupatfirst

sight.Butbecauseofitsmembers'independentattitudeandregardfbrothermembers,itsloosestrロcturehelpsthe

membersorganizetheiractivity.Andalso,frequentanddeepdialogueamongthememberslsano重hercharacterlstic

ofthegroup,whichisvitallyintelTelatedwithothercharacteristics.

Incontinuingtheiractivity,thememberswereconcemedwiththeneighborhood,andbecameawareofthe

importanceoftheircommunity.Tkeyseemtohaverealizedthesignificanceofrelatingtheiractivitytotheir

community.Asaresult,thegrouphasdevelopedanorientationtobuildingcommunityaswellascreatingaplqyful

environmentbyrecognizingtheimportanceof"trust".


